
○
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

に
お

け
る

「
政

策
の

た
め

の
科

学
」の

推
進

課
題
対
応
等
に
向
け
た
政
策
を
立
案
す
る
「
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成
」
の
実
現
に

向
け
、
具
体
的
な
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
立
案
を
担
う
中
核
的
拠
点
機
能
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
間
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、
「
政
策
の
た
め
の
科
学
」

を
推
進
す
る
。

○
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

（
社

会
技

術
研

究
開

発
）

自
然
科
学
に
加
え
、
人
文
・
社
会
科
学
の
知
見
を
活
用
し
、
広
く
社
会
の
関
与
者
の
参
画
を

得
た
研
究
開
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
ア
ー
ス
構
想
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
の
具
体
的
問
題
を
解
決
す
る
。

特
に
、
IC
Tの
飛
躍
的
な
進
展
に
対
応
し
、
Io
T、
ロ
ボ
ッ
ト
、
AI
な
ど
に
よ
る
社
会
の

変
容
を
考
慮
し
た
人
間
と
人
工
物
（
機
械
）
の
新
し
い
関
係
を
構
築
し
、
IC
Tが
よ
り

安
全
か
つ
快
適
に
社
会
で
活
用
さ
れ
る
た
め
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
。

○
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

推
進

事
業

多
様
な
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
日
本
科
学
未
来

館
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
の
運
営
・
提
供
、
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
の
人
材
養
成
、
活
動
支
援
、
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
調
査
・

研
究
開
発
等
を
実
施
す
る
。

1
,7

9
0
百

万
円

（1
,7

3
1百

万
円

）

6
3
4
百

万
円

（6
94

百
万

円
）

「
社
会
及
び
公
共
の
た
め
の
政
策
」
の
実
現
に
向
け
、
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
更
な
る
促
進
等
、
国
民
の

理
解
と
信
頼
と
支
持
を
得
る
た
め
の
取
組
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
実
効
性
を
大
幅
に
高
め
る
。

7
．
社
会
と
と
も
に
創
り
進
め
る

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
展
開

2
,6

1
6
百

万
円

（2
,6

1
6百

万
円

）

←
「
地
域
に
根
ざ
し
た
脱
温
暖
化
・
環
境
共
生
社
会
」

[
戦
略
創
造
研
究
推
進
事
業
(社
会
技
術
研
究
開
発
)]
の

成
果
（
８
輪
す
べ
て
が
動
輪
の
EV
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ビ
ー
グ
ル
）

一
体
的
な
推
進

推
進
機
能
の
構
築

デ
ー
タ
・
情
報

基
盤
の
構
築

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
等

基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

公
募
型
研
究
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
,
6
4
6
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
9
4
7
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
7
,
5
3
1
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む
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○
様

々
な

社
会

的
課

題
の

う
ち

、
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

に
よ

っ
て

解
決

す
べ

き
課

題
を

科
学

的
な

視
野

か
ら

発
見

・発
掘

す
る

こ
と

。
○

政
策

課
題

を
同

定
し

、
経

済
的

・
社

会
的

影
響

分
析

を
盛

り
込

ん
で

選
択

可
能

な
複

数
の

政
策

オ
プ

シ
ョ

ン
を

立
案

す
る

こ
と

。
○

立
案

さ
れ

た
政

策
オ

プ
シ

ョ
ン

を
合

理
的

に
選

択
し

政
策

を
決

定
・
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
政

策
課

題
の

解
決

を
目

指
す

こ
と

。

事
業

全
体

の
目

標

政
策

評
価

合
意

形
成

複
数

の
選

択
肢

か
ら

な
る

政
策

オ
プ

シ
ョ

ン
の

作
成

経
済

的
・
社

会
的

影
響

の
分

析
政

策
目

標
・
手

段
の

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

政
策

課
題

の
発

見
・
発

掘

公
募
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

・
中

長
期

で
政

策
形

成
に

寄
与

し
う

る
分

析
手

法
、

指
標

開
発

等
の

研
究

開
発

を
公

募
に

よ
り

推
進

政
策
の
決
定

政
策
の
実
施

社
会
・
自
然

現
状
の
把
握

・
分
析

政
策
ｵﾌ
ﾟｼ
ｮ
ﾝ

の
立
案

政
策

形
成

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

の
基

本
的

な
構

造政
策

評
価

な
ど

合
意

形
成

手
法

な
ど

・
政

策
目

標
や

政
策

手
段

の
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
・
経

済
的

・
社

会
的

影
響

の
分

析
・
複

数
の

選
択

可
能

な
オ

プ
シ

ョ
ン

作
成

な
ど

現 状 の 把 握

・ 分 析

政 策 オ プ シ ョ ン

の 立 案

政 策 の 決 定

政 策 の 実 施

文
部
科
学
省

推
進
委
員
会

事
業
全
体
の
進
め
方
検
討

事
業
全
体
関
連
の
調
査
分
析

基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

・
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く
政

策
の

実
践

の
た

め
の

指
標

、
手

法
の

開
発

等
を

行
う

中
核

的
拠

点
機

能
の

充
実

・
大

学
院

を
中

核
と

し
た

国
際

水
準

の
拠

点
の

構
築

、
拠

点
間

共
同

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

及
び

展
開

・
新

た
な

領
域

に
お

け
る

拠
点

の
整

備

デ
ー
タ
・
情
報
基
盤
の
構
築

・
政

策
形

成
や

調
査

・
分

析
・
研

究
に

活
用

し
う

る
デ

ー
タ

や
情

報
を

体
系

的
・
継

続
的

に
蓄

積

・
政

策
課

題
の

発
見

・
発

掘
・
政

策
課

題
の

同
定

・
構

造
化

な
ど

8
0
百

万
円

（
1
0
0
百

万
円

）

5
0
3
百

万
円

（
5
4
3
百

万
円

）

5
1
百

万
円

（
5
1
百

万
円

）

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
「
政
策
の
た
め
の
科
学
」
の
推
進

～
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
合
理
的
な
政
策
決
定
の
た
め
の
科
学
～

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
6
3
4
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
4
百
万
円

（
平
成
2
7
年
度
予
算
額

：
6
9
4
百
万
円
)
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自
然

科
学

に
加

え
人

文
・
社

会
科

学
の

知
見

を
活

用
し

、
広

く
社

会
の

関
与

者
の

参
画

を
得

た
研

究
開

発
に

よ
り

社
会

の
具

体
的

問
題

を
解

決
す

る
。

情
報

通
信

技
術

と
人

・
社

会
の

関
係

の
再

構
築

の
た

め
の

実
践

型
研

究
開

発
を

新
た

に
開

始
す

る
。

戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
（
社
会
技
術
研
究
開
発
）

津
波

防
災

で
は

、
警

報
が

発
令

さ
れ

て
も

、
危

機
感

が
薄

く
避

難
し

な
い

人
が

多
い

こ
と

が
問

題
と

さ
れ

て
き

た
が

、
津

波
災

害
総

合
シ

ナ
リ

オ
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

活
用

し
た

津
波

防
災

啓
発

活
動

が
実

を
結

び
、

釜
石

市
で

は
東

日
本

大
震

災
当

日
登

校
し

て
い

た
約
3
,
00
0名

の
市

内
小

中
学

生
全

員
が

無
事

に
避

難
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

社
会

的
発

達
の

困
難

を
抱

え
る

子
ど

も
た

ち
の

多
く
は

困
難

の
早

期
徴

候
が

見
逃

さ
れ

て
い

る
た

め
に

支
援

を
受

け
る

機
会

が
乏

し
い

こ
と

か
ら

、
発

達
障

害
の

子
ど

も
の

早
期

診
断

に
係

る
研

究
を

実
施

。
そ

の
成

果
に

基
づ

き
作

成
し

た
乳

幼
児

自
閉

症
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
一

項
目

（
共

同
注

意
行

動
に

関
わ

る
項

目
）
が

、
母

子
健

康
手

帳
の

改
定

に
際

し
て

取
り

入
れ

ら
れ

た
。

成
果

目
的

国
の
方
針
等
を
踏
ま
え
研
究
開
発
領
域
を
設
定
し
、
公
募
に
よ
り
、

採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
決
定
。
領
域
総
括
の
強
力
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
も
と
、
研
究
開
発
を
推
進
。

社
会
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
多
様
な
関
与
者
と
の
協
働
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
い
、
問
題
解
決
の
た
め
の
基
盤
を
構
築

推
進

方
法

自
然

科
学

と
人

文
・
社

会
科

学
の

複
数

の
領

域
の

知
見

を
統

合
し

て
新

た
な

社
会

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

て
い

く
た

め
の

技
術

で
あ

り
、

社
会

を
直

接
の

対
象

と
し

、
社

会
に

お
い

て
現

存
し

あ
る

い
は

将
来

起
き

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
問

題
の

解
決

を
目

指
す

技
術

。

社
会

技
術

と
は

1
0
4
 百

万
円

（
新

規
）

社
会

技
術

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

（
RI

ST
EX

）

運
営

評
価

委
員

会
社

会
技

術
研

究
開

発
主

監
会

議
セ

ン
タ

ー
長

領
域

探
索

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
等

（
問

題
解

決
の

た
め

の
連

携
・
協

働
の

基
盤

の
構

築
）

…
社

会
の

具
体

的
な

問
題

が
現

出
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
や

現
場

に
お

け
る

経
験

的
か

つ
実

践
的

な
知

見
を

重
視

し
、

セ
ン

タ
ー

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
と

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
機

能
を

一
体

的
か

つ
機

動
的

に
運

用
し

、
社

会
技

術
研

究
開

発
を

効
果

的
に

推
進

。

領
域

探
索

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
等

（
問

題
解

決
の

た
め

の
連

携
・
協

働
の

基
盤

の
構

築
）

…
社

会
の

具
体

的
な

問
題

が
現

出
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
や

現
場

に
お

け
る

経
験

的
か

つ
実

践
的

な
知

見
を

重
視

し
、

セ
ン

タ
ー

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
と

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
機

能
を

一
体

的
か

つ
機

動
的

に
運

用
し

、
社

会
技

術
研

究
開

発
を

効
果

的
に

推
進

。

企
画

運
営

室

○
研

究
開

発
領

域
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

釜
石

市
立

鵜
住

居
小

学
校

の
津

波
防

災
学

習

母
子

健
康

手
帳

へ
の

実
装

○
「
フ

ュ
ー

チ
ャ

ー
・ア

ー
ス

」
構

想
の

推
進

（
H

26
～

）

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
7
9
0
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
3
1
6
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
,
7
3
1
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31

H
32

H
33

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

つ
な

ぐ
安

全
・
安

心
な

都
市

・
地

域
の

創
造

」
研

究
開

発
領

域

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

創
る

新
し

い
高

齢
社

会
の

デ
ザ

イ
ン

」
研

究
開

発
領

域

研
究

開
発

成
果

実
装

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
公

募
型

）

研
究

開
発

成
果

実
装

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
成

果
統

合
型

）

「
持

続
可

能
な

多
世

代
共

創
社

会
の

デ
ザ

イ
ン

」
研

究
開

発
領

域

「
安

全
な

暮
ら

し
を

つ
く

る
新

し
い

公
／

私
空

間
の

構
築

」
研

究
開

発
領

域

問
題

解
決

型
サ

ー
ビ

ス
科

学
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
の

た
め

の
科

学
 研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
超

サ
イ

バ
ー

」
が

浸
透

し
た

社
会

に
お

け
る

変
化

へ
の

対
応

力
強

化
（
仮

称
）

＜
領

域
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
推

移
＞
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科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

多
様

な
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
推

進
64

8百
万

円
（
64

8百
万

円
）

社
会

問
題

や
社

会
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

課
題

の
解

決
を

図
る

取
組

を
支

援
。

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援

実
践

を
通

し
た

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

法
の

調
査

分
析

・
研

究
開

発
を

強
化

し
、

効
果

的
な

事
業

活
動

を
実

施
す

る
と

も
に

、
事

業
の

成
果

を
国

内
外

に
普

及
。

大
学

企
業

自
治

体

科
学

館

公
益

法
人

高
専

そ
の

他
機

関
N

P
O

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

研
究

機
関

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

の
運

営
1,

96
8百

万
円

（
1,

96
8百

万
円

）

最
先

端
の

科
学

技
術

と
社

会
の

関
わ

り
や

可
能

性
に

つ
い

て
共

有
す

る
、

他
の

科
学

館
等

の
中

核
的

な
施

設
。

日
本

科
学

未
来

館
の

運
営

多
様

な
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
促

進
す

る
た

め
、

日
本

科
学

未
来

館
等

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
場

の
運

営
・
提

供
、

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

の
人

材
養

成
、

活
動

支
援

、
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
係

る
調

査
・
研

究
開

発
等

を
実

施
す

る
。

連 携

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
人

材
養

成
・
手

法
等

開
発

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

効
果

的
に

推
進

し
て

い
く

た
め

、
大

学
、

研
究

機
関

等
と

連
携

し
て

、
基

礎
的

な
調

査
研

究
等

を
実

施
。

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
6
1
6
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
6
2
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
2
,
6
1
6
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

図
る

場
を

運
営

・
提

供
。

科
学

と
つ

な
が

る
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

各
種

メ
デ

ィ
ア

を
通

し
て

科
学

技
術

に
関

す
る

情
報

を
幅

広
く
発

信
。

国
民

と
研

究
者

等
の

間
で

認
識

の
共

有
。

対
話

協
働

推
進

科
学

技
術

対
話

促
進

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

よ
る

対
話

・
協

働
の

活
動

を
、

さ
ら

な
る

研
究

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
社

会
的

課
題

の
解

決
に

つ
な

げ
る

「
共

創
」
の

場
を

構
築

。

科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

「
共
創
」の
場
の
構
築

携
連

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

連
携

展
示

手
法

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

人
材

養
成
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８．ライフサイエンスによるイノベーション創出
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８
．
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

○
健
康
・
医
療
戦
略
（
平
成
2
6
年
7
月
2
2
日
閣
議
決
定
）
等
に
基
づ
き
、
iP
S
細
胞
研
究
等
に
よ
る

世
界
最
先
端
の
医
療
の
実
現
や
、
疾
患
の
克
服
に
向
け
た
取
組
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

臨
床
研
究
・
治
験
へ
の
取
組
等
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
。

○
特
に
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
A
M
E
D
）
に
お
け
る
基
礎
か
ら
実
用
化
ま
で
の
一
貫
し
た
研
究
開
発
を
関
係
府
省
と
連
携
し
強
力
に
推
進
す
る
。

※
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
に
係
る
経
費
：
総
額
7
0
4
億
円
（
前
年
度
5
9
8
億
円
、
1
0
5
億
円
増
）

概
要

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
9
5
,
5
0
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
2
,
7
1
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
8
1
,
0
5
2
百
万
円
）

※
復
興
特
別
会
計
に
別
途
1
,
2
9
7
百
万
円
（
2
,
9
5
7
百
万
円
）
計
上

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

世
界
最
先
端
の
医
療
の
実
現

世
界
最
先
端
の
医
療
の
実
現

【
再
生
医
療
】

京
都
大
学
iP
S
細
胞
研
究
所
を
中
核
拠
点
と
し
た
研
究
機
関
の
連
携
体
制
を

構
築
し
、
厚
生
労
働
省
及
び
経
済
産
業
省
と
の
連
携
の
下
、

iP
S
細
胞
等
を
用
い
た
革
新
的
な
再
生
医
療
・
創
薬
を

い
ち
早
く
実
現
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
推
進

○
再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
精
神
・
神
経
疾
患
】

脳
神
経
回
路
の
機
能
解
明
に
向
け
た
研
究
開
発
等
を
強
力
に

進
め
る
と
と
も
に
、
臨
床
と
基
礎
研
究
の
連
携
強
化
に
よ
る
精
神
・

神
経
疾
患
の
克
服
に
向
け
た
取
組
を
推
進

○
脳
科
学
研
究
戦
略
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

脳
機
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
容
解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
拡
充
）

疾
病
領
域
ご
と
の
取
組

疾
病
領
域
ご
と
の
取
組

【ゲ
ノ
ム
医
療
】

既
存
の
バ
イ
オ
バ
ン
ク
等
を
研
究
基
盤
・連
携
の
ハ
ブ
と
し
て
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
研
究
基
盤
を
利
活
用
し
た
目
標
設
定
型
の
先
端
研
究
開
発
を
一
体
的
に
実
施

○
ゲ
ノ
ム
医
療
実
現
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
(新
規
)

○
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
計
画
（
健
常
者
コ
ホ
ー
ト
）

○
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
の
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
疾
患
コ
ホ
ー
ト
）

※
コ
ホ
ー
ト
研
究
：
疫
学
調
査

実
用
化

基
礎
研
究

切
れ
目
の
な
い
実
用
化
支
援

基
礎
研
究

応
用
研
究

臨
床
試
験

（
治
験
）

審
査

・承
認

保
険

適
用

臨
床
研
究
・
治
験
へ
の
取
組

臨
床
研
究
・
治
験
へ
の
取
組

全
国
に
橋
渡
し
研
究
支
援
拠
点
を
整
備
し
、

ア
カ
デ
ミ
ア
等
の
基
礎
研
究
の
成
果
を

一
貫
し
て
実
用
化
に
繋
ぐ
体
制
を
構
築

○
橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
拡
充
）

【
が
ん
】

が
ん
の
本
態
解
明
や
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
情
報
な
ど
に
基
づ
い
た
研
究
及
び
こ
れ
ら
の

融
合
研
究
を
推
進
し
、
画
期
的
な
治
療
法
や
診
断
法
の
実
用
化
研
究
を
加
速

○
次
世
代
が
ん
医
療
創
生
研
究
事
業
（
新
規
）

そ
の
他
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

そ
の
他
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

【
感
染
症
】

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
整
備
し
た
海
外
研
究
拠
点
を
活
用
し
、
感
染
症
の
病
原
体
に

対
す
る
疫
学
研
究
、
診
断
・
治
療
薬
等
の
基
礎
的
研
究
を
推
進

○
感
染
症
研
究
国
際
展
開
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
基
礎
研
究
・
国
際
的
な
取
組
等
】

医
療
分
野
の
先
端
的
な
基
礎
研
究
、
国
際
共
同
研
究
、
産
学
連
携
の
取
組
等
を

推
進

大
学
・
研
究
機
関
等
を
中
心
に
研
究
開
発
を
推
進
、
産
業
応
用
及
び
臨
床
応
用
へ
と
繋
げ
る
た
め
の
取
組
を
実
施
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1
0
年
間
で
約
1
,1
0
0
億
円
の
支
援

京
都
大
学
iP
S
細
胞
研
究
所
を
中
核
拠
点
と
し
た
研
究
機
関
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
厚
生
労
働
省
及
び
経
済
産
業
省
と
の
連
携
の
下
、

iP
S
細
胞
等
を
用
い
た
革
新
的
な
再
生
医
療
・
創
薬
を
い
ち
早
く
実
現
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
推
進
。

【
平
成
２
８
年
度
の
取
組
】

平
成
２
８
年
度
末
ま
で
に
、
さ
ら
な
る
研
究
課
題
を
臨
床
研
究
段
階
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
着
実
に
研
究
を
推
進
。

（
対
象
疾
患
の
例
：
角
膜
上
皮
疾
患
、
心
不
全
）

概
要

世
界
に
先
駆
け
て
再
生
医
療
を
実
現
！

iP
S
細
胞
研
究
中
核
拠
点

○
世
界
最
高
水
準
の
基
礎
研
究
能
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、

安
全
か
つ
標
準
的
な
再
生
医
療
用
iP
S
細
胞
を
確
立

iP
S
細
胞

1
0
年
間
の
長
期

か
つ
集
中
的
支
援

心
臓
疾
患

大
阪
大
学

網
膜
疾
患

理
化
学
研
究
所

慶
應
大
学

脊
髄
損
傷

京
都
大
学

疾
患
・組
織
別
実
用
化
研
究
拠
点

○
分
化
細
胞
の
安
全
性
、
品
質
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

○
効
果
的
・
効
率
的
に
再
生
医
療
を
実
施
す
る
た
め
の
技
術
開
発

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

京
都
大
学
iP
S
細
胞
研
究
所

再
生
医
療
用
iP
S
細
胞

ス
ト
ッ
ク
の
整
備

基
礎
か
ら
臨
床
ま
で
の

研
究
を
迅
速
か
つ

重
点
的
に
実
施

・
臨
床
応
用
を
見
据
え
た
安
全
性
・
標
準
化
に
関
す
る
研
究
等
を
実
施
し
、

再
生
医
療
用
iP
S
細
胞
ス
ト
ッ
ク
を
構
築

Ⅰ
-
①
ｉＰ
Ｓ
細
胞
研
究
中
核
拠
点

Ⅰ
-
②
疾
患
・
組
織
別
実
用
化
研
究
拠
点

・
疾
患
・
組
織
別
に
再
生
医
療
の
実
現
を
目
指
す
研
究
体
制
を
構
築

Ⅱ
再
生
医
療
の
実
現
化
ハ
イ
ウ
ェ
イ

Ⅲ
疾
患
特
異
的
iP
S
細
胞
を
活
用
し
た
難
病
研
究

・
再
生
医
療
の
い
ち
早
い
実
現
の
た
め
、
関
係
省
庁
が
連
続
的
に

再
生
医
療
研
究
を
支
援

・
知
財
戦
略
、
規
制
対
応
等
、

iP
S細
胞
研
究
の
支
援
体
制
を
構
築
し
、

iP
S細
胞
の
実
用
化
を
推
進

再
生
医
療
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築

Ⅰ
-
③
技
術
開
発
個
別
課
題

・
iP
S
細
胞
等
の
臨
床
応
用
の
幅
を
広
げ
る
技
術
開
発
、
よ
り
高
度
な

再
生
医
療
を
目
指
し
た
技
術
開
発
、
iP
S
細
胞
等
の
産
業
応
用
を

目
指
し
た
技
術
開
発
を
実
施

・
患
者
由
来
の

iP
S細
胞
を
用
い
て
疾
患
発
症
機
構
の
解
明
、
創
薬
研
究

等
を
実
施

再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
8
,
9
9
3
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
8
,
9
9
3
百
万
円
）
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脳
科
学
研
究
戦
略
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

脳
機
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
容
解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
社
会
に
貢
献
す
る

脳
科
学
』
の
実
現
へ

脳
の
情
報
処
理
理
論

の
確
立
と
応
用

ヒ
ト
の
高
次
脳
機
能

と
そ
の
障
害
と
し
て
の

精
神
・
神
経
疾
患
の

理
解
と
治
療
戦
略

高
齢
化
、
多
様
化
、
複
雑
化
が
進
む
現
代
社
会
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
、
脳
科
学
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
脳
科
学
委
員
会
に
お
け

る
議
論
を
踏
ま
え
、
『
社
会
に
貢
献
す
る
脳
科
学
』
の
実
現
を
目
指
し
、
脳
科
学
研
究
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
。

具
体
的
に
は
、
認
知
症
や
う
つ
病
等
の
精
神
・
神
経
疾
患
等
の
発
症
に
関
わ
る
脳
神
経
回
路
の
機
能
解
明
に
向
け
た
研
究
開
発
及
び
基
盤
整
備
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

革
新
的
診
断
・
予
防
・
治
療
法
の
確
立
と
疾
患
の
克
服
に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
臨
床
と
基
礎
研
究
の
連
携
強
化
に
よ
る
精
神
・
神
経
疾
患
の
克
服
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

概
要

【
新
規
】
臨
床
と
基
礎
研
究
の
連
携
強
化
に
よ
る
精
神
・
神
経
疾
患
の
克
服
（
融
合
脳
）

基 礎 研 究

ア
カ
デ
ミ
ア
創
出
の
シ
ー
ズ
を
探
索
・
最
適
化
、

臨
床
開
発
へ
つ
な
げ
る
連
携

応
用
研
究

/
前
臨
床
研
究

臨
床
情
報
や
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
基
礎
研
究
の
推
進

（
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
探
究
・
創
薬
へ
の
応
用
等
）

（
主
査
：
金
澤
一
郎
日
本
学
術
会
議
会
長
（
当
時
）
）

◆
平
成
1
9
年
1
0
月
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
科
学
技

術
・
学
術
審
議
会
に
対
し
、
「
長
期
的
展
望
に
立

つ
脳
科
学
研
究
の
基
本
的
構
想
及
び
推
進
方

策
に
つ
い
て
」
諮
問

◆
こ
れ
を
受
け
、
同
審
議
会
の
下
に
「
脳
科
学
委

員
会
」
を
設
置
、
平
成
2
1
年
6
月
2
3
日
に
第
1
次

の
答
申

◆
本
答
申
で
は
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
研
究
領

域
等
を
設
定
し
、
社
会
へ
の
明
確
な
応
用
を
見

据
え
て
対
応
が
急
務
と
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、

戦
略
的
に
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
言

◆
平
成
2
7
年
8
月
、
認
知
症
、
う
つ
病
、
発
達
障
害

等
の
精
神
・
神
経
疾
患
対
策
が
喫
緊
の
社
会
問

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
臨
床
と
基
礎
研
究
の
連
携

強
化
に
よ
る
精
神
・
神
経
疾
患
の
克
服
」
と
、
脳

卒
中
等
の
脳
神
経
筋
疾
患
に
よ
る
四
肢
麻
痺
等

は
、
社
会
・
経
済
的
損
失
も
甚
大
で
あ
り
「
脳
の

機
能
回
復
・
代
償
・
補
完
の
実
現
に
よ
る
貢
献
」

を
基
本
的
な
構
想
と
し
て
調
査
検
討
を
実
施
し
、

報
告
書
を
取
り
ま
と
め

脳
科
学
委
員
会

Ｂ
Ｍ
Ｉ技
術

・
Ｂ
Ｍ
Ｉ技
術
を
用
い
た
自
立
支
援
、
精
神
・
神
経
疾
患
等
の
克
服

・
【
拡
充
】
Ｂ
Ｍ
Ｉ技
術
と
生
物
学
の
融
合
に
よ
る
治
療
効
果
を
促
進
す
る
た
め
の
技
術
開
発

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
,
5
1
2
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
3
,
0
0
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
5
,
8
3
7
百
万
円
）

認
知
症
の
克
服

う
つ
病
等
の
克
服

発
達
障
害
等
の
克
服

実 用 化
臨
床
研
究

治
験

橋
渡
し
・

産
学
連
携
へ
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

基
礎
研
究
と
臨
床
研
究
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
研
究
体
制
を
構
築

脳
科
学
研
究
戦
略
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
脳
プ
ロ
）

革
新
的
技
術
に
よ
る
脳
機
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
容
解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
革
新
脳
）

霊
長
類
モ
デ
ル
動
物
の
創
出
・普
及
体
制
の
整
備
（
霊
長
類
モ
デ
ル
）
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橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

革
新
的
医
療
技
術
創
出
拠
点
と
し
て
一
体
化
し
シ
ー
ズ
育
成
機
能
を
さ
ら
に
強
化

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
支
援
し
て
い
る
拠
点
の
基
盤
整
備
費
や
研
究
費
を
、

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
か
ら
一
体
的
に
配
分

・
基
礎
研
究
段
階
か
ら
実
用
化
ま
で
一
貫
し
て
支
援
す
る
人
材
・
体
制
を
整
備
し
、
強
力
か
つ
切
れ
目
な
い

効
率
的
な
開
発
を
実
施

・
橋
渡
し
研
究
支
援
拠
点
で
育
成
し
た
シ
ー
ズ
の
開
発
を
、
国
際
水
準
の
臨
床
研
究
・
治
験
の
実
施
環
境

に
お
い
て
実
施
・
支
援

医
療
と
し
て

実
用
化

・
治
験
、
先
進
医
療

・
企
業
へ
の
知
的
財
産
の

移
転

大
学
等
発
の
シ
ー
ズ

・
医
工
連
携
に
よ
る
医
療
機
器

・
全
く
新
し
い
治
療
法
等

基
礎
研
究

前
臨
床
試
験

臨
床
試
験

基
礎
段
階
か
ら
実
用
化
ま
で
シ
ー
ズ
を
育
成

国
際
水
準
の
臨
床
研
究
・
治
験
の
実
施
環
境
の
整
備
等

臨
床
研
究
品
質
確
保
体
制
整
備
事
業
等

文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省

革
新
的
医
療
技
術
創
出
拠
点

橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
後
の
実
績

(H
１
９
年
８
月
～
H
２
６
年
1
1
月
)

計

医
師
主
導
治
験

３
２

企
業
主
導
治
験

８

企
業
へ
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
ウ
ト

３
２

先
進
医
療
承
認

１
１

製
造
販
売
承
認

８

保
険
医
療
化

７

【
平
成
2
8
年
度
の
取
組
】

○
シ
ー
ズ
育
成
機
能
の
強
化

・
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
お
け
る
有
望
な
シ
ー
ズ
発
掘
や
拠
点
外
シ
ー
ズ
の
支
援
を
促
進
し
、

橋
渡
し
研
究
を
さ
ら
に
推
進

・
基
礎
研
究
や
橋
渡
し
研
究
の
成
果
を
実
用
化
に
向
け
て
支
援

○
拠
点
の
機
能
強
化
及
び
充
実

・
支
援
人
材
の
充
実
や
教
育
訓
練
等
に
よ
り
拠
点
機
能
を
強
化
し
、

実
用
化
ま
で
一
貫
し
て
支
援
で
き
る
体
制
を
構
築

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

・
臨
床
研
究
中
核
病
院
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
し
、
臨
床
研
究
・
治
験
を
加
速

全
国
の
大
学
等
の
拠
点
に
お
い
て
、
橋
渡
し
研
究
に
必
要
な
人
材
・
設
備
等
の
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ア
等
に
よ
る
革
新
的
な
基
礎

研
究
の
成
果
を
一
貫
し
て
実
用
化
に
繋
ぐ
体
制
を
構
築
し
、
革
新
的
な
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
を
持
続
的
に
か
つ
よ
り
多
く
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

概
要

革
新
的
シ
ー
ズ
の
よ
り
太
い
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

切
れ
目
な
い
一
貫
し
た
支
援

医
療
法
に
基
づ
く
臨
床
研
究
中
核
病
院

橋
渡
し
研
究
支
援
拠
点

（
平
成
２
６
年
度
新
規
採
択
）

北
海
道
臨
床
開
発
機
構

東
北
大
学

東
京
大
学

京
都
大
学

大
阪
大
学

九
州
大
学

名
古
屋
大
学

橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

慶
應
義
塾
大
学

岡
山
大
学

一
体
化

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
,
4
0
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
,
3
9
7
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
6
,
0
0
4
百
万
円
）
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（
１
）
先
端
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ト
の
が
ん
の
生
物
学
的
特
性
の
解
明
を
通
じ
、
が
ん
研
究
の
質
的
飛
躍
を
図
る
。

（
２
）
臨
床
研
究
者
を
含
む
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
次
世
代
の
治
療
法
を
創
生
す
る
。

（
３
）
異
分
野
先
端
技
術
を
融
合
し
、
が
ん
治
療
や
診
断
・
予
防
法
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
目
指
す
。

近
年
、
各
種
解
析
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
に
よ
り
、
従
来
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
精
緻
か
つ
大
量
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
画
期
的
な
治
療
法
・
診
断
法
の
開
発
が

可
能
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
で
個
々
の
研
究
が
進
展
し
、
出
口
戦
略
を
明
確
に
意
識
し
た
研
究
開
発
が
進
ん
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
以
下
の
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
研
究
を
推
進
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
サ
ー
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
が
ん
の
生
物
学
的
な
本
態
解
明
に
迫
る
研
究
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
情
報
な
ど
患
者
の
臨
床
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
研
究
及
び
こ
れ
ら
の
融
合
研
究
を
推
進
し
て
、
画
期
的
な
治
療
法
や
診
断
法
の
実
用
化
に
向
け
て
研
究
を
加
速
し
、
早
期
段
階
で
製
薬
企
業
等
へ
の
導
出
を

目
指
す
。

概
要

基 礎 研 究 （ 研 究 者 の 自 由 な 発 想 に 基 づ く 研 究 ）

非 臨 床 研 究 等 （ 革 新 的 が ん 医 療 実 用 化 研 究 事 業 ・ 企 業 等 ）

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
（
創
薬
支
援
戦
略
部
・
他
事
業
等
）

次
世
代
が
ん
医
療
の
創
生
に
向
け
た
研
究
の
コ
ン
セ
プ
ト

患
者
に
優
し
い
高
感
度
・
高
精
度
な
が
ん
診
断
法
に
資
す
る
研
究

が
ん
の
発
症
・
進
展
・
再
発
に
対
す
る
革
新
的
な
創
薬
に
資
す
る
研
究

異
分
野
先
端
技
術
の
融
合
に
よ
る
革
新
的
な
創
薬
シ
ス
テ
ム
の
研
究

が
ん
細
胞
の
不
均
一
性
等
に
対
応
し
た
難
治
性
が
ん
の
治
療
法
に
資
す
る
研
究

免
疫
療
法
を
基
軸
と
し
た
個
別
化
医
療
の
確
立
に
資
す
る
研
究

併
用
療
法
な
ど
新
し
い
集
学
的
治
療
法
に
資
す
る
研
究

様
々
な
副
作
用
症
状
の
緩
和
等
に
資
す
る
支
持
療
法
に
関
す
る
研
究

※
研
究
の
進
捗
が
良
好
で
あ
り
明
確
な
成
果
が
期
待
で
き
る
研
究
課
題
を
厳
選
（
例
え
ば
、
当
初
の
研
究
課
題
の

３
分
の
１
程
度
）
（
「
が
ん
研
究
に
係
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
よ
り
抜
粋
）

入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
戦
略
的
な
研
究

絞
り
込
み
の
例

主 な 研 究 テ ー マア プ ロ ー チ

各
段
階
に
お
い
て
厳
格
に
目
利
き
・
見
極
め
を
行
い

段
階
ご
と
に
シ
ー
ズ
を
絞
り
込
む
。
※

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
,
6
6
7
百
万
円
（
新
規
）

次
世
代
が
ん
医
療
創
生
研
究
事
業

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
,
6
6
7
百
万
円
（
新
規
）

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
,
8
9
6
百
万
円
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ゲ
ノ
ム
医
療
実
現
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

ゲ
ノ
ム
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
利
活
用
シ
ス
テ
ム

●
既
存
の
バ
イ
オ
バ
ン
ク
、
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
等
を
有
し
て
い
る
研
究
機
関
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
構
築

①
分
譲
（
試
料
、
情
報
）
、
デ
ー
タ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
た
め
の
ポ
リ
シ
ー
策
定

②
利
活
用
を
意
識
し
た
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
統
合

DB
の
構
築
・
運
用

③
バ
ン
ク
、
ス
パ
コ
ン
、
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
等
の
共
用
シ
ス
テ
ム

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
等
）
の
構
築
・
運
用

④
産
業
界
の
利
活
用
、
国
際
連
携

A
M
E
D
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
医
療
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
実
行

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

民
間
企
業

（
高
性
能
シ
ー

ケ
ン
サ
ー
）

連
携

連
携

概
要

*
国
際
的
に
ゲ
ノ
ム
科
学
が
急
速
か
つ
著
し
く
進
展
し
て
い
る
中
、
我
が
国
は
欧
米
に
先
行
さ
れ
て
お
り
、
研
究
環
境
の
整
備
及
び
研
究
の
推
進
が
必
要
と
提
言
。
（
平
成
2
7
年
7
月
1
5
日
中
間
と
り
ま
と
め
）

そ
の
他
の
疾
患

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ゲ
ノ
ム
医
療
実
現
推
進
協
議
会
の
提
言
*
を
踏
ま
え
、
ゲ
ノ
ム
医
療
実
現
を
目
指
し
、
既
存
の
バ
イ
オ
バ
ン
ク
等
を
研
究
基
盤
・
連
携

の
ハ
ブ
と
し
て
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
基
盤
を
利
活
用
し
た
目
標
設
定
型
の
先
端
研
究
開
発
を
一
体
的
に
行
う
。

還
元

導
出

厚
生
労
働
省

治
験
・
臨
床

研
究
の
推
進
と

ゲ
ノ
ム
医
療

の
体
制
整
備

ゲ
ノ
ム
研
究
関
連
人
材
育
成

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
シ
ャ
ン
等
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援

目
標
設
定
型
の
先
端
ゲ
ノ
ム
研
究
開
発

●
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
活
用
す
る
大
規
模
ゲ
ノ
ム
解
析
を
必
要
と
す
る
疾
患
を

対
象
と
し
た
研
究
等
を
支
援

①
糖
尿
病
、
循
環
器
疾
患
等
、
多
く
の
国
民
が
罹
患
す
る
一
般
的
な
疾
患
研
究

②
疾
患
予
防
や
治
療
の
最
適
化
に
向
け
た
発
症
予
測
法
等
の
確
立

③
フ
ァ
ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
（
薬
剤
投
与
量
最
適
化
、
副
作
用
回
避
等
）

④
革
新
的
基
盤
技
術
開
発
の
加
速
等

研
究
チ
ー
ム

研
究
基
盤

（
バ
イ
オ
バ
ン
ク
/
コ
ホ
ー
ト
）

・
高
性
能
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

・
試
料
保
存
、
提
供

・
健
常
人
等
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ー
タ

・
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
,
1
6
1
百
万
円
（
新
規
）

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
3
,
2
6
8
百
万
円

A
M
E
D
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
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東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
･
メ
ガ
バ
ン
ク
計
画

～
被
災
地
住
民
の
健
康
不
安
解
消
へ
の
貢
献
、
東
北
発
の
次
世
代
医
療
の
基
盤
を
整
備
～

・
生
体
試
料

（
血
液
・
尿
等
）

・
健
康
情
報

・
診
療
情
報

最
先
端
研
究
に
携
わ
る
意
欲
の
高
い
医
療
関
係

人
材
が
、
被
災
地
域
に
お
い
て
健
康
調
査
を

実
施
（
一
定
期
間
、
地
域
医
療
に
も
従
事
）
。

健
康
調
査
に
よ
っ
て
収
集
し
た
生
体
試
料
や

健
康
情
報
、
診
療
情
報
等
を
蓄
積
し
、
バ
イ
オ

バ
ン
ク
を
構
築
し
、
試
料
・
情
報
を
分
譲
。

被
災
地
住
民

（
１
５
万
人
）

被
災
地
に
お
い
て
、
今
後
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
疾
患

（
心
血
管
障
害
、
精
神
・
神
経
疾
患
等
）
を
中
心
に
、
疾
患

の
発
症
に
関
連
す
る
要
因
と
そ
の
防
止
法
等
を
分
析
。

研
究
機
関
等

研
究
機
関
等

＜
実
施
体
制
＞

＜
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
＞

Ｈ
23
、

24

コ ホ ー ト 調 査

（ 健 康 調 査 ）

バ イ オ バ ン ク 構 築

（ 試 料 の 保 存 ）

ゲ ノ ム 情 報 等 解 析

（ デ ー タ の 保 存 ・ 解 析 ）

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

地
元
と
の
調
整

全
ゲ
ノ
ム
解
析
の
実
施

試
料
の
提
供

震
災
に
よ
る
健
康
影
響
の
解
析

・
本
格
調
査
開
始

・
Ｈ
２
８
年
度
ま
で
に
１
５
万
人
を
リ
ク
ル
ー
ト
予
定

東
北
大
学
：
宮
城
県
、
地
域
住
民
：
５
万
人
、
三
世
代
：
７
万
人

岩
手
医
科
大
学
：
岩
手
県
、
地
域
住
民
：
３
万
人

コ
ホ
ー
ト
調
査
協
力
者
の
試
料
の
収
集
、
保
管

実
施
体
制
・

設
備
の
整
備

実
施
体
制
・

設
備
の
整
備

実
施
体
制
・

設
備
の
整
備

概
要

*
長
期
間
追
跡
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
あ
る
特
定
の
条
件
（
地
域
等
）
に
属
す
る
人
々
の
集
団

東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
計
画

推
進
合
同
運
営
協
議
会

・・・

東
北

メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
機
構

い
わ
て
東
北

メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
機
構

試
料
・
情
報

分
譲
審
査
委
員
会

遺
伝
情
報
等

回
付
検
討
委
員
会

全
国
Ｗ
Ｇ
で
試
料
提

供
方
法
等
の
検
討

協
力
者
の
追
跡
調
査
、

結
果
解
析

Ｈ
29
～

32

試
料
・
情
報
の
収
集
、

保
管
、
提
供

全
ゲ
ノ
ム
情
報
、

オ
ミ
ッ
ク
ス
情
報
等
の
解
析

・
疾
患
関
連
遺
伝
子
、

環
境
要
因
の
同
定

・
創
薬
研
究
の
推
進

○
宮
城
県
及
び
岩
手
県
の
被
災
者
を
対
象
に
、
健
康
調
査
を
実
施
し
、
調
査
結
果
の
回
付
等
を
通
じ
て
、
住
民
の
健
康
向
上
と
自
治
体
の
健
康
管
理
に
貢
献
す
る
。

○
健
康
調
査
を
通
じ
て
得
た
生
体
試
料
、
健
康
情
報
、
診
療
情
報
等
を
持
つ

15
万
人
規
模
の
バ
イ
オ
バ
ン
ク
を
構
築
し
、
試
料
や
情
報
を
他
の
研
究
機
関
等
に
分
譲
す
る
。

＜
取
組
内
容
＞

○
東
日
本
大
震
災
で
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
た
被
災
地
住
民
の
健
康
不
安
の
解
消
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
ゲ
ノ
ム
情
報
を

含
む
大
規
模
な
コ
ホ
ー
ト

* 研
究
等
を
実
施
し
、
個
別
化
予
防
等
の
東
北
発
次
世
代
医
療
の
実
現
を
目
指
す
。

○
ゲ
ノ
ム
医
療
実
現
推
進
協
議
会
の
提
言
（
平
成

27
年

7月
15
日
）
を
踏
ま
え
、
ゲ
ノ
ム
医
療
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
構
築
し
て
き
た
バ
イ
オ
バ
ン
ク
等
の
研
究
基
盤
を
他
の
バ
ン
ク
等
と
連
携
さ
せ
、
利
活
用
さ
れ
る
ハ
ブ
と
し
て
再
構
築
す
る
。

次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

様
々
な
コ
ホ
ー
ト
や
バ
ン
ク
と
の
連
携
、

他
の
研
究
機
関
へ
の
試
料
・
情
報
等
の
提
供

＜
事
業
期
間
：
平
成

23
～

28
年
度
（
第

1段
階
）
、
平
成

29
～

32
年
度
（
第

2段
階
）
＞

※
他
の
事
業
と
も
有
機
的
に
連
携
を
し
な
が
ら
取
組
を
推
進
。

他
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
等
と
の
連
携
に
よ
る
解
析
研
究

１ ５ 万 人 規 模 の バ イ オ バ ン ク 構 築

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
7
2
9
百
万
円

う
ち
一
般
会
計

：
1
,
4
3
2
百
万
円

平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
3
,
5
5
6
百
万
円

う
ち
一
般
会
計

：
5
9
9
百
万
円
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９．クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現
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９
．
ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現

東
日

本
大

震
災

に
よ

り
露

呈
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

や
、

国
際

社
会

が
直

面
す

る
地

球
環

境
問

題
を

克
服

し
、

ク
リ

ー
ン

で
経

済
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
実

現
の

た
め

の
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
等

に
よ

り
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

に
対

応

徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
A
L
C
A
）

6
,0
3
1
百
万
円
（
5
,3
5
0
百
万
円
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入

○
福

島
県

に
お

い
て

革
新

的
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

研
究

開
発

拠
点

を
形

成

○
東

北
の

風
土

・
地

域
性

等
を

考
慮

し
た

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
等

の
研

究
開

発
を

推
進

長
期

的
視

点
で

環
境

・エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
を

根
本

的
に

解
決

実
験

炉
ＩＴ

Ｅ
Ｒ

（
フ

ラ
ン

ス
に

建
設

中
）

原
発

と
全

く
違

う
燃

料
（
水

素
の

同
位

体
）
と

原
理

を
活

用

豊
富

な
資

源
量

と
高

い
安

全
性

概
要

○
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

を
根

本
的

に
解

決
す

る
も

の
と

期
待

さ
れ

る
核

融
合

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

実
現

に
向

け
、

科
学

技
術

先
進

国
と

し
て

、
以

下
の

国
際

約
束

に
基

づ
く
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

計
画

的
か

つ
着

実
に

実
施

・
核

融
合

実
験

炉
の

建
設

・
運

転
を

通
じ

て
、

科
学

的
・技

術
的

実
現

可
能

性
を

実
証

す
る

ＩＴ
Ｅ

Ｒ
計

画

・
発

電
実

証
に

向
け

た
先

進
的

研
究

開
発

を
国

内
で

行
う

幅
広

い
ア

プ
ロ

ー
チ

（
Ｂ

Ａ
）
活

動

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
資
す
る
次
世
代
半
導
体
研
究
開
発

1
,5
0
0
百
万
円
（
新
規
）

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
6
,
9
2
9
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
0
,
9
7
9
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
3
7
,
8
9
7
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

東
北
復
興
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

9
0
7
百
万
円
（
1
,0
2
1
百
万
円
※
）

ＩＴ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）
計
画
等
の
実
施

2
2
,9
5
1
百
万
円
（
2
2
,0
5
3
百
万
円
）

Ｂ
Ａ

活
動

サ
イ

ト
（
青

森
県

六
ヶ

所
村

）

○
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

蓄
電

池
に

代
わ

る
革

新
的

な
次

世
代

蓄
電

池
の

研
究

開
発

を
加

速

○
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
に

大
き

な
可

能
性

を
有

し
か

つ
従

来
技

術
の

延
長

線
上

に
な

い
世

界
に

先
駆

け
た

画
期

的
な

革
新

的
技

術
の

研
究

開
発

を
推

進

地
球

観
測

・
予

測
情

報
を

活
用

し
て

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

に
対

応

○
こ

れ
ま

で
に

開
発

し
た

デ
ー

タ
統

合
・
解

析
シ

ス
テ

ム
（
D

IA
S
）
を

、
企

業
も

含
め

た
国

内
外

の
多

く
の

ユ
ー

ザ
ー

に
長

期
的

・
安

定
的

に
利

用
さ

れ
る

「
気

候
変

動
へ

の
適

応
・
緩

和
を

は
じ

め
と

し
た

多
様

な
社

会
課

題
の

解
決

に
貢

献
し

て
い

く
た

め
の

社
会

基
盤

」
へ

と
発

展
さ

せ
る

た
め

、
地

球
環

境
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
運

営
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
気

候
変

動
適

応
策

・
緩

和
策

等
に

貢
献

す
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

活
用

の
た

め
の

共
通

基
盤

技
術

を
開

発

地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

7
4
0
百
万
円
（
3
6
3
百
万
円
）

※
「
地

球
環

境
情

報
統

融
合

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

改
組

・
拡

充

気
候
変
動
適
応
技
術
社
会
実
装
プ
ロ
グ
ラ
ム

6
2
2
百
万
円
（
5
7
6
百
万
円
）

○
精

緻
な

気
候

予
測

や
対

策
の

効
果

を
総

合
的

に
評

価
で

き
る

技
術

を
自

治
体

等
と

共
同

で
開

発
し

、
地

球
温

暖
化

に
よ

る
気

候
変

動
に

伴
っ

て
増

加
す

る
極

端
気

象
現

象
（
猛

暑
や

豪
雨

）
等

へ
の

自
治

体
に

よ
る

地
域

特
性

に
応

じ
た

適
応

策
の

導
入

を
支

援

潮
流
発
電
装
置
の
設
置

超
高
効
率
太
陽

電
池
の
研
究
開
発

金
属
空
気
電
池
の
イ
メ
ー
ジ

※
復

興
特

別
会

計
に

計
上

○
電

力
消

費
の

大
幅

な
効

率
化

を
可

能
と

す
る

窒
化

ガ
リ

ウ
ム

（
G

aN
）
等

を
活

用
し

た
次

世
代

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
デ

バ
イ

ス
・
高

周
波

デ
バ

イ
ス

・
光

源
デ

バ
イ

ス
の

実
現

に
向

け
、

材
料

創
製

か
ら

デ
バ

イ
ス

化
・
シ

ス
テ

ム
応

用
ま

で
の

研
究

開
発

を
一

体
的

に
加

速
す

る
た

め
の

研
究

開
発

拠
点

を
構

築
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地
球

温
暖

化
対

策
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

安
定

確
保

等
の

観
点

か
ら

徹
底

し
た

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

社
会

の
実

現
は

我
が

国
の

喫
緊

の
課

題

我
が

国
の

電
力

消
費

の
う

ち
大

き
な

割
合

を
占

め
る

動
力

、
照

明
、

情
報

通
信

関
連

機
器

の
省

エ
ネ

の
た

め
に

は
、
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
高
効
率
光
源
、
高
周
波
通
信
等
の
シ
ス
テ
ム
に
応
用
で
き
る
次
世
代
半
導
体
が
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
デ

バ
イ

ス
と

し
て

は
、

こ
れ

ま
で

シ
リ

コ
ン

（
S

i）
が

実
用

化
さ

れ
、

現
在

炭
化

ケ
イ

素
（
S

iC
）
が

導
入

さ
れ

つ
つ

あ
る

が
、

原
理

的
に

高
速

動
作

が
可

能
で

高
電

圧
・
省

電
力

で
使

用
で

き
る

窒
化

ガ
リ

ウ
ム

（
G

aN
）
等

の
次

世
代

半
導

体
が

注
目

青
色

LE
Dの

開
発

成
功

に
代

表
さ

れ
る

よ
う

に
、

我
が

国
に

は
窒

化
ガ

リ
ウ

ム
（

Ga
N

）
等

の
次

世
代

半
導

体
研

究
に

関
す

る
強

み
が

存
在

背
景

省
エ

ネ
効

果
の

高
い

シ
ス

テ
ム

の
実

現
に

向
け

、
理

論
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
も

活
用

し
た

材
料

創
製

か
ら

デ
バ

イ
ス

化
・
シ

ス
テ

ム
応

用
ま

で
、

次
世

代
半

導
体

の
研

究
開

発
を

一
体

的
に

加
速

す
る

た
め

、
産
学
官
が
結
集
し
た
研
究
開
発
拠
点

を
構

築
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

で
産

学
官

の
強

み
を

活
か

し
た

研
究

開
発

体
制

を
構

築

技
術

的
な

強
み

が
産

業
競

争
力

に
つ

な
が

る
よ

う
知

的
財

産
戦

略
等

も
一

体
的

に
検

討

事
業

化
に

向
け

て
研

究
開

発
を

リ
ー

ド
で

き
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
（

PD
）
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、
結
晶
創
製
拠
点
を
中
核

と
し

、
物

性
や

原
理

の
解

明
を

行
う

評
価

基
盤

領
域

、
パ

ワ
ー

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

応
用

、
高

周
波

応
用

、
光

源
応

用
の

た
め

の
デ

バ
イ

ス
化

・
シ

ス
テ

ム
応

用
の

研
究

開
発

領
域

が
連

携
し

て
一
体
的
な
研
究
開
発

を
実

施

事
業
概
要

次
世
代
半
導
体
の
実
用
化
加
速
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
早
期
実
現

世
界
に
先
駆
け
た
次
世
代
半
導
体
の
市
場
投
入
に
よ
る
産
業
競
争
力
強
化

省
エ
ネ
社
会
実
現
の
た
め
、
基
礎
・
基
盤
研
究
の
課
題
が
多
い
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
（
G
a
N
）
等
の
次
世
代
半

導
体
に
関
し
、
我
が
国
の
強
み
を
活
か
し
、
実
用
化
に
向
け
た
研
究
開
発
を
一
体
的
に
加
速
す
る
必
要

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
資
す
る
次
世
代
半
導
体
研
究
開
発

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
5
0
0
百
万
円
（
新
規
）

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
,
5
0
0
百
万
円
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戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
A
L
C
A
）

【
基
礎
か
ら
実
用
化
ま
で
一
体
的
な
研
究
開
発
を
推
進
】

次
世
代
蓄
電
池
研
究
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
次
世
代

化
成
品
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

＜
テ
ー
マ
設
定
の
視
点
＞

社
会
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト

我
が
国
の

強
み

文
科
省
・
経
産
省
が

共
同
で
テ
ー
マ
を
設
定

・
事
業
化

リ
ス
ク
高
く

実
用
化
ま
で

長
期

○
特
別
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
3
0
年

の
社

会
実

装
を

目
指

し
て

取
り

組
む

べ
き

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

文
部

科
学

省
と

経
済

産
業

省
が

合
同

検
討

会
を

開
催

し
て

設
定

し
、

産
学

官
の

多
様

な
関

係
者

が
参

画
し

て
共

同
研

究
開

発
を

実
施

。

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
蓄

電
池

に
代

わ
る

革
新

的
な

次
世

代
蓄

電
池

の
研

究
開

発
を

加
速

す
る

と
と

も
に

、
バ

イ
オ

マ
ス

か
ら

化
成

品
等

を
製

造
す

る
ホ

ワ
イ

ト
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

な
ど

、
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
に

大
き

な
可

能
性

を
有

し
、

か
つ

従
来

技
術

の
延

長
線

上
に

な
い

、
世

界
に

先
駆

け
た

画
期

的
な

革
新

的
技

術
の

研
究

開
発

を
推

進
。

概
要

○
革
新
的
技
術
シ
ー
ズ
の
発
掘

次
世
代
蓄
電
池
研
究
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
に
代
わ
る
新
し
い
蓄
電
池
の
研
究
開
発
）

文
科

省
：
既

存
の

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

集
約

し
、

異
分

野
の

知
見

を
取

り
入

れ
つ

つ
、

基
礎

・
基

盤
研

究
を

加
速

経
産

省
：
革

新
電

池
を

構
成

す
る

材
料

の
評

価
技

術
の

開
発

○
実
用
技
術
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

低
炭

素
化

社
会

に
向

け
て

明
確

な
目

標
を

設
定

し
、

要
素

技
術

開
発

を
統

合
し

つ
つ

実
用

技
術

化
の

研
究

開
発

を
加

速
。

地
球

温
暖

化
に

対
応

す
る

た
め

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

の
大

幅
削

減
に

貢
献

す
る

革
新

的
技

術
シ

ー
ズ

に
関

す
る

技
術

開
発

を
推

進
。

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
や

電
気

自
動

車
・
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
の

普
及

の
た

め
に

、
蓄

電
池

は
中

核
と

な
る

技
術

。
現

在
最

も
普

及
し

て
い

る
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

蓄
電

池
に

は
理

論
限

界
が

あ
り

、
大

容
量

化
・
低

コ
ス

ト
化

の
た

め
に

は
全

く
新

し
い

タ
イ

プ
の

蓄
電

池
技

術
が

必
要

。

・
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

蓄
電

池
の

延
長

線
上

に
は

な
い

、
全

く
新

し
い

タ
イ

プ
の

蓄
電

池
を

開
発

し
、

従
来

の
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

蓄
電

池
の

1
0
倍

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

密
度

、
1
/
1
0
の

コ
ス

ト
を

目
指

す
。

ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
次
世
代
化
成
品
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
化
学
と
バ
イ
オ
の
融
合
に
よ
る
化
石
資
源
か
ら
脱
却
し
た
次
世
代
の
化
成
品
合
成
一
貫
プ
ロ
セ
ス
の
研
究
開
発
）

文
科

省
：
革

新
的

な
バ

イ
オ

マ
ス

の
増

産
及

び
分

解
、

次
世

代
プ

ロ
セ

ス
創

製
な

ど
の

研
究

開
発

経
産

省
：
非

可
食

性
バ

イ
オ

マ
ス

か
ら

最
終

化
学

品
ま

で
一

気
通

貫
で

製
造

す
る

省
エ

ネ
プ

ロ
セ

ス
の

開
発

・
バ

イ
オ

マ
ス

を
原

料
に

化
成

品
等

を
製

造
す

る
ホ

ワ
イ

ト
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

は
、

石
油

製
品

を
代

替
す

る
ク

リ
ー

ン
で

持
続

可
能

な
化

成
品

等
製

造
技

術
。

・
下

流
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

化
成

品
を

基
点

と
し

て
上

流
の

バ
イ

オ
マ

ス
増

産
ま

で
遡

り
、

「
原

料
化

」
「
合

成
」
「
プ

ロ
ダ

ク
ト

」
各

段
階

が
一

つ
の

チ
ー

ム
と

し
て

一
体

と
な

っ
て

出
口

か
ら

見
た

研
究

開
発

を
推

進
。

・
蓄

電
池

研
究

開
発

の
基

盤
に

材
料

の
作

製
機

能
を

新
た

に
整

備
し

、
研

究
開

発
を

効
率

化
・
短

縮
化

す
る

。

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
6
,
0
3
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
,
4
5
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
5
,
3
5
0
百
万
円

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
内
容
（
平
成
2
8
~
3
2
年
度
）

背
景

文
部

科
学

省
は

、
世

界
に

先
駆

け
て

、
地

球
観

測
・
予

測
情

報
を

効
果

的
・
効

率
的

に
組

み
合

わ
せ

て
新

た
に

有
用

な
情

報
を

創
出

す
る

こ
と

が
可

能
な

情
報

基
盤

と
し

て
、

「
デ

ー
タ

統
合

・
解

析
シ

ス
テ

ム
（
D

IA
S

)」
を

開
発

。
こ

れ
ま

で
に

大
学

、
研

究
機

関
、

政
府

、
地

方
自

治
体

、
国

際
枠

組
等

の
国

内
外

の
多

く
の

ユ
ー

ザ
ー

に
よ

る
地

球
観

測
・

予
測

情
報

を
用

い
た

研
究

開
発

等
を

支
え

、
水

課
題

を
中

心
に

国
内

外
の

社
会

課
題

の
解

決
に

資
す

る
成

果
を

創
出

し
始

め
て

い
る

。
国

際
的

に
も

、
地

球
環

境
情

報
を

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

と
し

て
捉

え
、

地
球

観
測

情
報

・
予

測
情

報
に

社
会

・
経

済
デ

ー
タ

を
組

み
合

わ
せ

て
統

合
解

析
し

、
気

候
変

動
を

は
じ

め
と

し
た

社
会

課
題

の
解

決
に

活
用

す
る

取
組

が
本

格
化

し
て

い
る

。
「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略

2
0
1
5
」
（
平

成
2
7
年

6
月

閣
議

決
定

）
等

に
お

い
て

は
、

地
球

観
測

・
予

測
情

報
を

統
合

し
、

気
候

変
動

へ
の

適
応

・
緩

和
に

活
用

す
る

た
め

に
地

球
環

境
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

し
、

ユ
ー

ザ
ー

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

一
層

の
産

学
官

の
利

用
拡

大
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

長
期

運
用

体
制

に
移

行
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

概
要

≪
D
IA
S
を
中
核
と
し
た
地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
≫

国
内
外
の
地
球
観
測
・

予
測
情
報
、
社
会
・
経

済
デ
ー
タ
格
納

気
候
変
動
適
応
・
緩
和

等
の
社
会
課
題
解
決
の

た
め
の
活
用
推
進

①
地

球
環

境
の

研
究

者
に

加
え

、
企

業
等

も
含

め
た

国
内

外
の

多
く
の

ユ
ー

ザ
ー

が
長

期
的

に
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

有
効

に
利

活
用

。

②
共

通
基

盤
技

術
を

基
に

産
学

官
に

よ
る

自
由

な
発

想
に

よ
り

、
様

々
な

社
会

課
題

解
決

に
資

す
る

成
果

が
創

出
。

（
利

用
料

金
制

度
の

整
備

及
び

利
用

ユ
ー

ザ
ー

増
加

に
伴

い
、

国
費

の
み

に
依

存
し

な
い

運
営

体
制

を
確

立
。

）

企
業
等
の
新
規
ユ
ー
ザ
ー
を
含
め
て
長

期
的
・
安
定
的
に
利
用
さ
れ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
体
制
を
構
築
。

（
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・
保

守
管

理
、

IT
サ

ポ
ー

ト
、

ユ
ー

ザ
ー

サ
ポ

ー
ト

、
デ

ー
タ

ポ
リ

シ
ー

の
整

備
、

利
用

料
金

制
度

の
検

討
等

）

地
球
観
測
・
予
測
情
報
等
を

用
い
た
気
候
変
動
適
応
・
緩

和
等
の
社
会
課
題
解
決
で
世

界
を
リ
ー
ド

こ
れ
ま
で
の
D
IA
S
の
展
開

(シ
ス
テ
ム
開
発
段
階
)

①
-１

地
球
観
測
・
予
測
情
報
、
社
会

経
済
デ
ー
タ
を
格
納
（
約
7
0
0
種
）

①
-2

国
内
外
の
研
究
者
等
を
中
心
に

D
IA
S
の
利
用
が
進
展

（
国
内
外
の
約
2
6
0
機
関
、
1
4
0
0
人
）

②
気
候
変
動
・
水
課
題
を
中
心

に
国
内
外
の
社
会
課
題
の
解
決

に
資
す
る
成
果
例
を
創
出

・
洪

水
や

内
水

氾
濫

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
予

測
可

能
な

シ
ス

テ
ム

を
開

発
（
利

根
川

、
信

濃
川

水
系

等
）
。

・
D

IA
S
で

得
ら

れ
た

予
測

情
報

を
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
の

水
資

源
管

理
等

に
活

用
。

・
D

IA
S
に

格
納

さ
れ

て
い

る
全

球
気

候
モ

デ
ル

（
G

C
M

)は
IP

C
C

第
５

次
評

価
報

告
書

で
世

界
一

引
用

。

洪
水
を
回
避
し
つ
つ

適
切
な
貯
水
量
を
保
持

リ
ア

ル
タ

イ
ム

河
川

・
ダ

ム
管

理
シ

ス
テ

ム
（
洪

水
・
渇

水
・
雨

等
予

測
）

(水
資

源
管

理
の

た
め

の
D

IA
S

利
用

イ
メ

ー
ジ

）

文
部

科
学

省

デ
ー
タ
オ
ー
プ
ン
化
等
調
整

①
地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築

②
地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
活
用

の
た
め
の
共
通
基
盤
技
術
開
発

ユ
ー
ザ
ー
拡
大
、
気
候
変
動
適
応
策
・
緩
和

策
等
に
貢
献
す
る
共
通
基
盤
技
術
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
開
発
。

(ニ
ー

ズ
の

高
い

水
資

源
管

理
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

の
分

野
を

中
心

に
対

象
を

設
定

)

期
待
さ
れ
る
効
果

気
候
変
動
適
応
・
緩
和
等
に
貢
献
す
る
社
会
基
盤
と
し
て
D
IA
S
を
発
展
的
に
展
開

4

関
係

省
庁

、
民

間
企

業
、

自
治

体
、

各
国

の
デ

ー
タ

気
候
変
動
適
応
戦
略
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
4
0
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
7
4
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
3
6
3
百
万
円

※
「
地
球
環
境
情
報
統
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
改
組
・
拡
充
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Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）
計
画
等
の
実
施

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

と
環

境
問

題
を

根
本

的
に

解
決

す
る

も
の

と
期

待
さ

れ
る

核
融

合
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
実

現
に

向
け

、
国

際
約

束
に

基
づ

き
、

核
融

合
実

験
炉

の
建

設
・
運

転
を

通
じ

て
科

学
的

・
技

術
的

実
現

可
能

性
を

実
証

す
る

ＩＴ
Ｅ

Ｒ
計

画
及

び
発

電
実

証
に

向
け

た
先

進
的

研
究

開
発

を
国

内
で

行
う

幅
広

い
ア

プ
ロ

ー
チ

（
Ｂ

Ａ
）
活

動
を

計
画

的
か

つ
着

実
に

実
施

。

概
要

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
2
,
9
5
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
2
,
7
3
6
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
2
2
,
0
5
3
百
万
円
）

Ｂ
Ａ

活
動

ＩＴ
Ｅ

Ｒ
計

画

○
協

定
：
2
0
0
7
年

6
月

1
日

発
効

○
実

施
極

：
日

、
欧

○
実

施
地

：
青

森
県

六
ヶ

所
村

茨
城

県
那

珂
市

○
総

経
費

：
92

0億
円

（2
0
0
5
年

5
月

時
点

で
換

算
）で

半
額

は

欧
州

が
支

出

○
計

画
：
1
0
年

間
（
以

降
自

動
延

長
）

○
実

施
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

①
国

際
核

融
合

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー

・
原

型
炉

設
計

・
研

究
開

発
調

整
セ

ン
タ

ー

・
IT

E
R

遠
隔

実
験

セ
ン

タ
ー

・
核

融
合

計
算

機
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー

②
国

際
核

融
合

材
料

照
射

施
設

の
工

学
実

証
・工

学
設

計
活

動

③
サ

テ
ラ

イ
ト
・ト

カ
マ

ク
計

画

（先
進

超
伝

導
ト
カ

マ
ク

装
置

の
建

設
と

利
用

）

○
協

定
：
2
0
0
7
年

1
0
月

2
4
日

発
効

（
協

定
発

効
か

ら
１

０
年

間
は

脱
退

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
）

○
参

加
極

：
日

、
欧

、
米

、
露

、
中

、
韓

、
印

○
建

設
地

：
フ

ラ
ン

ス
・
カ

ダ
ラ

ッ
シ

ュ

○
核

融
合

熱
出

力
：
5
0
万

kW
（
発

電
は

し
な

い
）

○
各

極
の

費
用

分
担

（
建

設
期

）
：

欧
州

、
日

本
、

米
国

、
ﾛ
ｼ
ｱ

、
中

国
、

韓
国

、
ｲ
ﾝ
ﾄﾞ

4
5
.5

%
  
9
.1

％
9
.1

%
  
 9

.1
%
  

 9
.1

%
  
 9

.1
%
  
 9

.1
%

※
 各

極
が

分
担

す
る

機
器

を
調

達
・
製

造
し

て
持

ち
よ

り
、

IT
E
R

機
構

が
全

体
を

組
み

立
て

る
仕

組
み

○
計

画
：
3
5
年

間

運
転

開
始

：
2
0
2
0
年

頃
（
予

定
）

核
融

合
反

応
：
2
0
2
7
年

頃
（
予

定
）

国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
23
億
円
（
26
億
円
）

国
際
核
融
合
材
料
照
射
施
設
の
工
学
実
証
・
工
学
設
計
活
動

6億
円
（
3億
円
）

サ
テ
ラ
イ
ト
・
ト
カ
マ
ク
計
画

8億
円
（
7億
円
）

※
超
伝
導
コ
イ
ル
の
全
実
機
製
作
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
主
要
機
器
に
つ
い
て
も
実
機
製
作
を
継
続

I
T
ER
機
構
へ
の
分
担
金

35
億
円
（
2
0億
円
）

I
T
ER
機
器
の
製
作
や
試
験
、
国
内
機
関
の
活
動
、
人
員
派
遣
等

15
7億
円
（
1
65
億
円
）

平
成

2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
1
9
,2

0
0
百

万
円

(1
8
,4

8
6
百

万
円

）
平

成
2
8
年

度
要

求
・
要

望
額

：
3
,7

5
1
百

万
円

（
3
,5

6
7
百

万
円

）

実
験

炉
ＩＴ

Ｅ
Ｒ

（
フ

ラ
ン

ス
に

建
設

中
）

1
4
m

9
m

世
界

最
大

、
超

高
性

能
の

超
伝

導
コ

イ
ル

Ｂ
Ａ

活
動

サ
イ

ト
（
青

森
県

六
ヶ

所
村

）
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10．自然災害に対する強靱な社会に向けた研究開発の推進
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１
０
．
自
然
災
害
に
対
す
る
強
靱
な
社
会
に
向
け
た
研
究
開
発
の
推
進

首
都
圏
の
震
度
予
測
分
布
図

地
震
防
災
研
究
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
事
業
）

○
切
迫
性
が
高
い
又
は
調
査
が
不
十
分
な
地
域
に
お
け
る
地
震
防
災
研
究

・
南
海
ト
ラ
フ
広
域
地
震
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
日
本
海
地
震
・
津
波
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
都
市
の
脆
弱
性
が
引
き
起
こ
す
激
甚
災
害
の
軽
減
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
究

・
地
域
防
災
対
策
支
援
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

防
災
・
減
災
対
策
の
た
め
、
地
震
・
津
波
の
切
迫
性
が
高
い
地
域
等
に
お
け
る
地
震
防
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
究
を
重
点
的
に
実
施
。

1,
28

9百
万
円
（

1,
28

9百
万
円
）

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
関
連
事
業

（
事
業
）

・
活
断
層
調
査
の
総
合
的
推
進

・
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
支
援
【
拡
充
】

・
地
震
観
測
デ
ー
タ
の
集
中
化
促
進

等

地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
地
震
本
部
が
行
う
地
震
発
生
予
測
（
長
期
評
価
）
に
資
す
る

調
査
観
測
等
を
推
進
。

1,
22

1百
万
円
（

1,
38

3百
万
円
）

（
事
業
）

・
地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
の
運
用
【
拡
充
】

・
日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網
（
S
-
n
e
t）
の
運
用
【
拡
充
】

海
底
地
震
・
津
波
観
測
網
の
運
用

ケ
ー
ブ
ル
式
海
底
地
震
・
津
波
計

1,
54

1百
万
円
（
1,

02
3百
万
円
）

地
震
・
津
波
を
即
時
に
検
知
し
て
警
報
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
地
震
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
精
度

高
く
解
明
す
る
た
め
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
震
源
域
及
び
日
本
海
溝
沿
い
に
お
い
て
地
震
・
津
波
を
早

期
検
知
す
る
海
底
観
測
網
を
運
用
。

次
世
代
火
山
研
究
・
人
材
育
成
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
新
規
】

1,
00

0百
万
円

火
山
災
害
の
軽
減
に
貢
献
す
る
た
め
、
他
分
野
と
の

連
携
・
融
合
を
図
り
、
「
観
測
・
予
測
・
対
策
」
の

一
体
的
な
研
究
と
火
山
研
究
者
の
育
成
・
確
保
を
推
進
。

（
事
業
）

・
計
算
科
学
等
の
他
分
野
と
の
連
携
に
よ
る
、

先
端
的
な
火
山
研
究
の
実
施

・
「
火
山
研
究
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を

構
築
し
、
最
先
端
の
火
山
研
究
と
連
携
さ
せ

た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

先
端
的
な
火
山
観
測
技
術

の
開
発

噴
火
・
降
灰
の
予
測
技
術

の
開
発

災
害
状
況
ﾘｱ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ

把
握
技
術
の
開
発

各
種
観
測
デ
ー
タ

の
一
元
化

火
山
研
究
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

事
務
局

単
位
互
換

海
外
研
修

運
営

指
針

「
運
営
協
議
会
（仮
称
）
」

集
中
講
義

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

◆
火
山
災
害
の
軽
減
に
貢
献
す
る
た
め
、
先
端
的
な
火
山
研
究
の
推
進
と
人
材
育
成
・
確
保
を
実
施
。

◆
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
対
象
と
し
て
、
防
災
・
減
災
対
策
に
資
す
る
調
査
研
究
を
重
点
的
に
実
施
。

◆
地
震
・
津
波
を
早
期
検
知
す
る
海
底
観
測
網
の
運
用
や
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
（
地
震
本
部
）
の
地
震
発
生
予
測
（
長
期
評
価
）
に

資
す
る
調
査
観
測
や
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
、
防
災
力
向
上
に
資
す
る
調
査
研
究
を
推
進
。

◆
地
震
・
火
山
・
風
水
害
等
に
よ
る
災
害
等
に
対
応
し
た
基
盤
的
な
防
災
科
学
技
術
研
究
を
推
進
。

概
要

（
事
業
）

○
自
然
災
害
観
測
・
予
測
研
究
（
仮
称
）

・
地
震
・
津
波
・
火
山
の
基
盤
的
観
測
・
予
測
研
究
【
拡
充
】

・
基
盤
的
地
震
・
火
山
観
測
網
の
維
持
・
運
用
・
更
新
【
拡
充
】

○
減
災
実
験
・
解
析
研
究
（
仮
称
）

・
Ｅ
－
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
等
を
活
用
し
た
社
会
基
盤
強
靱
化
研
究

・
Ｅ
－
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
加
振
制
御
シ
ス
テ
ム
の
更
新

○
災
害
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
（
仮
称
）

・
極
端
気
象
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
研
究
【
拡
充
】

・
地
震
・
津
波
ハ
ザ
ー
ド
評
価
手
法
の
高
度
化
等

基
礎
的
・
基
盤
的
な
防
災
科
学
技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

10
,4

09
百
万
円
（

7,
02

0百
万
円
）

防
災
科
学
技
術
研
究
所
に
お
い
て
、
地
震
・
火
山
・
風
水
害
等
の
各
種
災
害
に
対

応
し
た
基
盤
的
な
防
災
科
学
技
術
研
究
を
推
進
。

新
た
な
即
時
地
震
動

予
測
技
術
の
開
発

国
立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
5
,
4
6
0
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
5
,
3
5
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
0
,
7
1
5
百
万
円
）
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次
世
代
火
山
研
究
・
人
材
育
成
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
課
題
及
び
目
指
す
べ
き
方
向
性
】

〇
御
嶽
山
の
噴
火
等
を
踏
ま
え
、
火
山
研
究
の
推
進
及
び
人
材
育
成
・
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
既
存
の
火
山
研
究
は
「
観
測
」
研
究
が
主
流
で
あ
り
、
防
災
・

減
災
に
資
す
る
「
観
測
・
予
測
・
対
策
」
の
一
体
的
な
火
山
研
究
の
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
火
山
研
究
者
は
約

80
人
と
少
数
。

〇
我
が
国
の
火
山
研
究
を
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
従
前
の
観
測
研
究
に
加
え
、
他
分
野
と
の
連
携
・
融
合
の
も
と
、
「
観
測
・
予
測
・
対
策
」
の
一
体
的
な
火
山
研
究
の
推

進
及
び
広
範
な
知
識
と
高
度
な
技
能
を
有
す
る
火
山
研
究
者
の
育
成
・
確
保
（
当
面
５
年
間
で

80
人
→

16
0人
の
確
保
）
を
目
指
す
。

【
事
業
概
要
】

〇
中
核
機
関
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
他
分
野
と
の
連
携
・
融
合
を
図
り
、
「
観
測
・
予
測
・
対
策
」
の
一

体
的
な
研
究
を
推
進
。

〇
「火
山
研
究
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
構
築
し
、
大
学
間
連
携
を
強
化
す
る
と
共
に
、
最
先
端
の
火
山
研
究
と
連
携
さ
せ
た
体
系
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

火
山
噴
火
の

発
生
確
率
を
提
示

【ア
ウ
トプ
ッ
ト
】

【
事
業
内
容
】

・
事
業
期
間
：１
０
年
間

・
連
携
推
進
体
制

他
省
庁
の
研
究
機
関
、
海
外

の
研
究
機
関
等
と
密
に
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

各
種
観
測
デ
ー
タ
の
一
元
化

・
国
際
D
B
規
格
に
よ
る
流
通
（
情
報
科
学
）

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
画
・協
力

早
期
に
優
秀
な
学
生
を
獲
得

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、

若
手
研
究
者
の
育
成
・確
保
を
推
進

博
士
課
程
学
生
を
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トに
参
画

博
士
課
程
修
了
後
に
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
起
用

大
学

事
務
局

単
位
互
換

海
外
研
修

地
方
自
治
体
の
研
究
機
関

国
立
研
究
開
発
法
人

運
営

指
針

「
運
営
協
議
会
（仮
称
）
」

集
中
講
義

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

海
外
の
研
究
機
関

火
山
研
究
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

火
山
噴
火
の

発
生
確
率
を
提
示

直
面
す
る
火
山
災
害
へ
の
対
応

（
災
害
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握

し
、
活
動
の
推
移
予
測
を
提
示
）

理
学
に
と
ど
ま
ら
ず
工
学
・

社
会
科
学
等
の
広
範
な
知
識
を

有
す
る
研
究
者
を
育
成
・
確
保

（
8
0
人
→
1
6
0
人
）

行
政
機
関
（国
、
地
方
）
、

民
間
企
業
等
で
の
活
躍

従
前
の
観
測
研
究
と
他
分
野
と
の
連
携
・
融
合

噴
火
・
降
灰
の
予
測
技
術
の
開
発

・噴
火
推
移
予
測
の
高
度
化
（物
質
科
学
）

・シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
計
算
科
学
）
等

先
端
的
な
火
山
観
測
技
術
の
開
発

・火
山
透
過
（素
粒
子
）

・地
下
探
査
技
術
（資
源
探
査
）

・遠
隔
観
測
（リ
モ
ー
トセ
ン
シ
ン
グ
）
等

災
害
状
況
ﾘｱ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾑ
把
握
技
術
の
開
発

・
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
噴
煙
・降
灰
把
握
（
気
象
）

・災
害
調
査
技
術
開
発
（ロ
ボ
ッ
ト
工
学
）
等

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
0
0
0
百
万
円
（
新
規
）

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
1
,
0
0
0
百
万
円
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海
溝
型
の
地
震
・
津
波
を
即
時
に
検
知
し
て
警
報
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
海
域
の
地
震
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
精
度
高
く
解
明
す
る
た
め
、
海
域
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
観
測
網
（
地
震
・
水
圧
計
）
を
整
備
。
巨
大
地
震
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
と
、
今
後
も
大
き
な
余
震
・
誘
発
地
震
が

予
想
さ
れ
る
日
本
海
溝
沿
い
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
）
を
対
象
に
、
観
測
網
を
運
用
す
る
。

ケ
ー
ブ
ル
一
体
型
海
底

観
測
網
（
S

-n
et
）

D
O

N
ET
Ⅱ

D
O

N
ET
Ⅰ

プ
レ
ー
ト
同
士
の
固
着
が

比
較
的
強
く
、
決
ま
っ
た
震
源
域

を
持
つ南
海
ト
ラ
フ
断
面
図

S-
ne

t

緊
急
地
震
速
報
・津
波
警
報
の
高
度
化
、
津
波
即
時
予

測
技
術
の
開
発
、
地
震
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
等

Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
型
海
底

観
測
シ
ス
テ
ム

（
整
備
済
み
）

（
整
備
中
）

海
底
地
震
・
津
波
観
測
網
の
運
用

（
整
備
中
）

日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網
（
S-

ne
t）
の
運
用

【
拡
充
】

東
北
地
方
太
平
洋
沖
で
は
、
①
今
後
大
き
な
余
震
・
誘
発
地
震
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
②
震
源
域
が
定
ま
ら
ず
、
広
範
囲
に
ま
ば
ら
に
存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
広
域

に
整
備
で
き
る
ケ
ー
ブ
ル
一
体
型
の
日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網
（
S
-
n
e
t）
を

運
用
す
る
。

南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム
の
運
用

【
拡
充
】

9
0
4
百
万
円
（
5
6
2
百
万
円
）

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
、
①
大
き
な
地
震
の
切
迫
度
が
非
常
に
高
く
、
②
破
壊
開
始

点
が
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ね
ら
い
を
定
め
た

稠
密
な
観
測
網
で
あ
る
、
地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム
（
D

O
N

ET
）
を
運
用
す
る
。

6
3
7
百
万
円
(4
6
1
百
万
円
）

日
本
海
溝
断
面
図

震
源
域
が
広
範
囲
に

ま
ば
ら
に
存
在
す
る

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
5
4
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
4
0
3
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
,
0
2
3
百
万
円
）
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地
震
・
津
波
の
切
迫
性
が
高
い
地
域
や
調
査
が
不
十
分
な
地
域
に
お
い
て
、
自
治
体
の
防
災
計
画
等
の
策
定
支
援
や
、
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
重
点
的
な
地
震
防
災
研
究
や
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
究
を
実
施
。

◆
社
会
の
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
究

○
都
市
の
脆
弱
性
が
引
き
起
こ
す
激
甚
災
害
の
軽
減
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3
9
7
百
万
円
（
3
9
7
百
万
円
）

首
都
直
下
地
震
等
の
人
口
・
経
済
・
政
治
的
機
能
が

集
中
す
る
都
市
の
大
災
害
の
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、

地
震
被
害
像
の
把
握
や
建
物
被
害
推
定
技
術
等
の
研

究
開
発
を
行
う
。

（具
体
的
取
組
）

・地
震
被
害
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・建
物
被
害
推
定
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
開
発

・情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
等

○
地
域
防
災
対
策
支
援
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

53
百
万
円
（
5
3
百
万
円
）

地
域
の
防
災
力
の
向
上
の
た
め
、
全
国
の
大
学
等
に
お
け
る
理
学
・
工
学
・社
会
科
学
分
野
の
防
災
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
と
も
に
、
大
学
等
の
研
究
成
果

の
展
開
を
図
り
、
大
学
・
自
治
体
・事
業
者
等
の
防
災
・
減
災
対
策
へ
の
研
究
成
果
の
活
用
を
促
進
す
る
。

◆
地
域
に
お
け
る
重
点
的
な
地
震
防
災
研
究

○
南
海
ト
ラ
フ
広
域
地
震
防
災
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3
6
1
百
万
円
（
3
6
1
百
万
円
）

南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
軽
減

を
図
る
た
め
、
巨
大
津
波
発
生
の
解
明
や
、
長
期
評
価
を
実
施

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
取
得
、
広
域
の
被
害
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
防
災
・
減
災
対
策
や
復
旧
復
興
計
画
の
検
討
を
行
う
。

（具
体
的
取
組
）

・大
津
波
の
発
生
要
因
と
な
る
ト
ラ
フ
軸
沿
い
の
調
査
観
測

・長
期
評
価
を
実
施
す
る
た
め
の
南
西
諸
島
周
辺
海
域
の
デ
ー
タ
取
得

・地
震
・津
波
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

・地
震
動
・津
波
発
生
・被
害
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・被
害
予
測
に
基
づ
く
地
域
の
防
災
・減
災
対
策
、
復
旧
復
興
計
画
の
検
討

○
日
本
海
地
震
・
津
波
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

4
7
0
百
万
円
（
4
7
0
百
万
円
）

日
本
海
側
で
は
観
測
デ
ー
タ
等
が
不
足
し
、
自
治
体
の
地

震
の
想
定
や
防
災
対
策
の
検
討
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
治
体
の
要
望
等
も
踏
ま
え
、
日
本
海
側
の
地
震
・

津
波
像
の
解
明
等
を
行
う
。

（具
体
的
取
組
）

・海
底
地
殻
構
造
の
調
査
観
測

・地
震
・津
波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明

・地
震
・津
波
発
生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・地
域
の
防
災
・減
災
対
策
の
検
討 等

津
波
石
調
査

津
波
・
地
震
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

研
究

M
e
S
O
-
n
e
t観
測

海
溝
型
巨
大
地
震
と
内
陸
地
震
の
関
係海
陸
統
合
探
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

新
潟
地
域
の
震
源
断
層
モ
デ
ル

地
震
防
災
研
究
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
2
8
9
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
,
2
8
9
百
万
円
）
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地
震
本
部
支
援

【
拡
充
】

地
震
本
部
で
実
施
す
る
地
震
の
長
期
予
測
（
長
期
評
価
）
に
必
要
と
な
る
調
査
観
測
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た
め
の
、
海
溝
型
地
震
や
海
陸
の

活
断
層
を
対
象
と
し
た
調
査
観
測
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
震
本
部
の
円
滑
な
運
営
を
支
援
す
る
。

地
震
本
部
の
長
期
評
価
等
に
活
用
、
大
学
等
の
研
究
機
関
の
研
究
活
動
に
活
用

⇒

気
象
庁
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所
、
大
学
等
の
地
震
波
形
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
収
集
・

処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
詳
細
な
震
源
決
定
作
業
等
を
実
施
。

長
周
期
地
震
動
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

超
高
層
ビ
ル
、
大
型
構
造
物
が
立
ち
並
ぶ
都
市
域
に

お
い
て
広
範
囲
に
脅
威
と
な
る
長
周
期
地
震
動
の
揺
れ

の
分
布
を
示
し
た
「
長
周
期
地
震
動
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
す
る
。

国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
効
果
的
・効
率
的

な
防
災
・
減
災
対
策
に
寄
与

評
価
結
果
の
公
表

地
震
本
部

地
震
本
部
の
長
期
評
価
等
を
支
援
す
る
た
め
、
地
震
・
津
波
活
動
に

関
す
る
基
礎
資
料
の
収
集
・
作
成
等
の
技
術
的
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

地
震
本
部
の
成
果
展
開
を
実
施
。
新
た
に
次
世
代
地
震
動
予
測
地

図
作
成
の
た
め
の
新
し
い
強
震
動
評
価
手
法
に
関
す
る
調
査
研
究
に

向
け
た
取
組
を
推
進
。

過
去
地
震
の
震
度
・

震
源
分
布
等
の
比
較

震
源
カ
タ
ロ
グ

学
術
論
文
等

地
震
本
部
の
業
務
の
円
滑
な
実
施
と
成
果
普
及
に
貢
献

⇒活
断
層
調
査
の
総
合
的
推
進

地
震
本
部
が
陸
域
の
活
断
層
の
評
価
を
行
う
上
で
必
要
な
活
断
層
調
査
を
計
画
的
に
実
施
。

地
震
本
部
の
陸
域
の
活
断
層
に
よ
る
地
震
・
津
波
の
評
価
、
「
全
国
地
震
動
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
の
高
度
化
に
貢
献

⇒

地
震
観
測
デ
ー
タ
集
中
化
の
促
進

①
地
震
の
発
生
確
率
が
高
く
、
社
会
的
影
響
が
大
き
い
活
断
層
の
調
査

②
陸
域
活
断
層
の
沿
岸
延
長
部
の
調
査

③
地
表
に
現
れ
て
い
る
長
さ
が
短
い
活
断
層
の
調
査
等

海
域
に
お
け
る
断
層
情
報
総
合
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
震
本
部
の
海
底
活
断
層
に
よ
る
地
震
・
津
波
の
評
価
、
自
治
体
の
地
震
・
津
波
想
定

の
検
討
に
貢
献

⇒

3
0
0
百
万
円
(3
0
0
百
万
円
）

4
6
9
百
万
円
（
4
6
9
百
万
円
）

2
8
4
百
万
円
（
2
3
4
百
万
円
）

4
5
百
万
円
（
2
6
1
百
万
円
）

3
7
百
万
円
（
3
7
百
万
円
）

長
周
期
地
震
動
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

基
礎
デ
ー
タ
の
収
集

基
礎
デ
ー
タ
に
基
づ
き
評
価

地
震
本
部
の
支
援

・
地
震
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理

・
長
期
評
価
支
援

・
地
震
本
部
の
会
議
運
営
支
援
等

⇒

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
関
連
事
業

海
域
活
断
層
の
長
期
評
価
を
行
う
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
、
海
域
断
層
の
位
置
・
形
状

等
の
情
報
を
統
一
的
な
基
準
で
整
理
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備

①
既
存
の
海
底
地
形
図
や
地
下
構
造
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理

②
収
集
・
整
理
し
た
デ
ー
タ
の
統
一
的
な
再
解
析
の
実
施
に
よ
る
海
域
断
層
の
特
定

③
海
域
断
層
の
位
置
・
形
状
等
を
ま
と
め
た
海
域
断
層
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
2
2
1
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
5
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
1
,
3
8
3
百
万
円
）
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基
礎
的
・
基
盤
的
な
防
災
科
学
技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

○
地
震
・
火
山
等
の
観
測
・
予
測
技
術
の
研
究
開
発
、
実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実
験
施
設
（
E
－
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
を
活
用
し
た
耐
震
技
術
の

研
究
開
発
、
災
害
リ
ス
ク
軽
減
情
報
の
創
出
・
利
活
用
手
法
の
開
発
等
を
推
進

○
全
国
の
地
震
観
測
網
の
維
持
・
運
用
、
火
山
観
測
網
の
維
持
・
運
用
、
な
ら
び
に
E
－
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
保
守
・
運
用
を
着
実
に
実
施

国
立
研
究
開
発
法
人

防
災
科
学
技
術
研
究
所

自
然
災
害
観
測
・
予
測
研
究
（仮
称
）

○
火
山
活
動
の
観
測
・
予
測
研
究

○
地
震
・
津
波
の
観
測
・
予
測
研
究

・
全
国
の
地
震
観
測
網
を
運
用
し
、
研
究
機

関
や
防
災
機
関
等
の
研
究
活
動
・
防
災
活

動
に
資
す
る
観
測
デ
ー
タ
を
提
供

・
海
域
と
陸
域
の
観
測
網
に
よ
り
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
を
同
等
に
取
り
扱
い
、
一
体
的
に
震

源
決
定
等
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
海
陸
観

測
デ
ー
タ
統
合
処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
観
測
デ
ー
タ
や
人
工
知
能

（
A

I）
等
を
活
用
し
、
新
し
い
即
時
地
震
動

予
測
技
術
、
津
波
の
一
生
予
測
技
術
等
の

開
発
を
実
施

・
故
障
、
老
朽
化
し
た
地
震
観
測
施
設
の
更

新
を
実
施

▲
世
界
に
類
を
見
な
い
稠
密
な
地
震
・

津
波
等
観
測
網
の
運
用

○
極
端
気
象
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
研
究

減
災
実
験
・
解
析
研
究
（仮
称
）

○
Ｅ
－
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
等
を
活
用
し
た
社
会
基
盤

強
靱
化
研
究

・
地
震
発
生
時
の
建
築
物
や
附
帯
設
備
等
の
機
能
維
持

の
た
め
、
破
壊
過
程
の
解
明
と
効
果
的
な
被
害
低
減
対

策
の
提
案
に
向
け
た
耐
震
技
術
研
究
を
実
施

▲
E
-
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る

震
動
実
験

災
害
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
（仮
称
）

○
自
然
災
害
の
ハ
ザ
ー
ド
評
価
に
関
す
る
研
究

・
低
頻
度
・
巨
大
地
震
に
も
対
応
し
た
地
震
ハ
ザ
ー
ド
評

価
手
法
の
開
発
、
津
波
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ

る
す
べ
て
の
地
震
を
対
象
と
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
評

価
を
実
施

○
自
然
災
害
に
関
す
る
情
報
の
利
活
用
研
究

・
社
会
全
体
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
リ
ス
ク

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
開
発
等

▲
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
火
山
観
測

・
火
山
観
測
網
を
着
実
に
運
用
し
、
研
究

活
動
・
防
災
活
動
に
資
す
る
観
測
デ
ー

タ
を
提
供

・
火
山
観
測
網
や
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

を
用
い
た
観
測
技
術
開
発
、
地
殻
変
動

解
析
等
を
実
施

・
故
障
、
老
朽
化
し
た
火
山
観
測
施
設
の

更
新
を
実
施

○
施
設
の
安
定
稼
働

・
老
朽
化
し
た
Ｅ
－
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
加
振
制
御
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
実
施

・
気
象
レ
ー
ダ
ー
等
を
着
実
に
運
用
し
、
研
究
活
動
・
防

災
活
動
に
資
す
る
観
測
デ
ー
タ
を
提
供

・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
局
地
的
気
象
災
害
や
複
合
災
害

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
リ
ス

ク
の
軽
減
に
資
す
る
手
法
の
開
発
を
実
施

▲
気
象
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る

積
乱
雲
観
測

▲
新
し
い
即
時
地
震
動
予
測
技
術
の
開
発

▲
地
震
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
評
価

・
震
動
実
験
を
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
再
現
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
実
施

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
0
,
4
0
9
百
万
円

う
ち
優
先
課
題
推
進
枠
要
望
額

：
3
,
8
9
6
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
7
,
0
2
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む
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